
［成果情報名］小麦品種「あやひかり」の安定多収のための生育指標 

［要約］小麦品種「あやひかり」の水田輪換畑で実収 500kg/a を得るために必要な

生育量は、止葉抽出始期の生育指標値が 106 以上である。また、150 以上では

倒伏の恐れがあるため減肥する。 
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［背景・ねらい］ 

県内では、土地利用型経営の基幹作物としての麦作が定着しており、水田にお

いて水稲と麦の輪作が行われている。水田輪換畑での安定多収を実現するために

は、生育量に応じた施肥が重要である。そこで、県内で最も普及している「あや

ひかり」の安定多収（実収 500kg/10a，坪刈収量 600 kg/10a）を達成する栽培指

標を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「あやひかり」の止葉抽出始期（止葉の 1～3 割が抽出した時）の生育指

標値〔｛草丈（㎝）×茎数（本/㎡）×葉色（SPAD 値）｝/10,000〕と収量

との相関は高く、坪刈収量 600kg/10a 以上を得るためには生育指標値で 106

以上の生育量が必要である（図１）。  

 

２．坪刈収量 600kg/10a に必要な成熟期の麦体窒素吸収量は、9.9kg/10a であ

る（図２）。 

 

３．止葉抽出始期の生育指標値が 150 以上の場合は、収穫期に倒伏する危険性

が高まる（図１）。生育量が過剰な場合は、同時期の標準的な窒素施用量

3.0kg/10a を減量、もしくは無追肥とすることで成熟期の窒素吸収量を少な

くでき倒伏程度を 3 以下に抑えることができる（図２、図３）。 

 

４．坪刈収量 600kg/10a 以上、収穫期の倒伏程度 3 以下とする止葉抽出始期の

姿は表 1 のとおりである。 

 

５．止葉抽出始期の生育指標値は、気候等の異なる県内の現地圃場でも適合す

る（図４）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．試験は 2016～2018 年に松阪市の農業研究所内の水田輪換畑（細粒灰色低地土）

で実施した。  

２．試験圃場は、研究所内、現地ともに水稲収穫後の麦の前耕起にチゼルプラウを

用いて深度 25cm 程度に深耕後、縦軸駆動ハローで表層を砕土均平し播種床を

造成した。  

３．現地実証圃場における実収と坪刈収量の比較から、「あやひかり」の実収

500kg/10a を達成するためには坪刈収量で 600kg/10a を達成する必要があると考

えた。  

  




